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○平成１８年に「地震調査研究推進本部 １０年の資料
集」を発行したが、それ以降の最近約１０年間のあゆみ
をまとめた。

○「年史」ではなく「資料集」として位置づけたが、書き下ろ
しの文章を多数盛り込んだ。

目次
はじめに
発刊に寄せて

第１章 地震調査研究推進本部の１０年の活動
～平成１８年から２７年にかけて～

地震本部の最近１０年間の活動を概観するとともに、
各委員会の活動を記述。

第２章 地震活動の評価
地震調査委員会の成果や検討状況を記述。
とくに全国地震動予測地図については特長や課題等を詳述。

第３章 東日本大震災を踏まえて
主要委員による座談会や、関係者１０名からの寄稿。

資料編Ⅰ １０年間の地震活動
資料編Ⅱ 会議開催実績等
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○座談会では、地震本部の２０年間を振り返る中で、たとえば以下の話題が挙がった。
・地震本部という組織が出来て初めて実現したこと
・内閣府等の関係する組織との連携と、その中での地震本部の役割
・地震本部の成果の普及について

地方の委員の役割、南海トラフ地震が起きた場合 等
・地震本部の目指すべき方向

地震本部の国際化、防災のための基礎研究の強化 等

○寄稿については、年齢、所属、地震本部への関わり方など、様々な立場の方に執筆い
ただいた。

０．座談会 阿部勝征、河田惠昭、平田直、本藏義守、長谷川昭
１．地震学の知見の一般社会への伝達と還元 金森博雄
２．東北地方太平洋沖地震前後の日本地震学会の取組 加藤照之
３．地震調査研究推進本部は覚悟を持とう 小泉尚嗣
４．最新の科学の知見で防災を進化させる 国崎信江
５．緊急地震速報の過去・現在・未来 束田進也
６．海上保安庁の海底地殻変動観測 石川直史
７．地震調査研究推進本部地震調査委員会の抱える
課題と今後の展望 宮澤理稔

８．間違った学説に頼るな ロバート・ゲラー
９．地震調査研究推進の20年に寄せて 岩田孝仁
10．20年間を振り返って 中島正愛


